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Abstract  

Thealgalfloraandcoastalenvironmentwereinvestlgatedat12stationsaroundthecoastofSugari，  

Mieprefbcturein May2000・The number of speciesidentified was83including13species of  

Chlorophyta，26speciesofPhaeophytaand44speciesofRhodophyta．Considering thedistribution  

Ofalgalnorainthisarea，We COuld difftrentiate2areas，i．e．inner sea and open seaareas．In the  

innerseaarea，alotofspeciesofPhaeophytaandRhodophytagrewandextendedffominnerseaarea  

to openseaarea．Theopensea areawas characterized by denseSa7ga5Sum SPeCies，dominated by  

S．okamulaeandS．micracanthum．Thesecharacteristicsofalgalfloraandtheirdistributioninthis area  

Seem tO be attributed to wave veloclty，Water mOtion and predation by sea urchins and other  

marineorganisms・  

Keywords：Sugarialgalflora●SeaWeedbed  

らに，藻類は種により特有の生理的・生態的な特徴を持  

ち，その分布は温度，光，波浪そして基質などの環境要  

因に大きく左右される1・2）。つまり，海藻植生はその海  

域の環境を反映しているものといえる。したがって，継  

続的に海藻植生調査を行うことにより，海域環境の変化  

を追うことが可能である。これまで，尾鷲湾・賀田湾・  

早田浦の海藻植生調査を行ってきたが，本調査では，須  

賀利地先について調査を行った。   

須賀利地先は三重県尾鷲湾の北東部に位置する。須賀   

緒  言  

三重県尾鷲市沿岸では，1997年度から尾鷲市が主体  

となり，尾鷲湾や賀田湾においてアラメ助g花ゴα∂ょり血  

やホンダワラ科の藻類を中心とした藻場造成が開始され  

た。藻場造成を行う際には，造成を行う海域にどのよう  

な種が生育しているのか，また目的とする種がどのよう  

な場所に生育しているのかを把握することが非常に重要  

であり，事前の海藻植生調査は不可欠なものである。さ  
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Fig．1Mapsshowingthestationswhere the algalflora  
andvegetationwereinvestlgatedaroudthecoast  
OfSugari．  

利地先は，南北に細く伸び，南方に湾口部を持っ須賀利  

浦と東西に広がり，南方部が尾鷲湾に面した元須賀利浦  

がある。   

須賀利地先の南西部に隣接する尾鷲湾では，1957年  

から1995年にわたる海藻植生調査の結果，ここ20－30  

年間に189種から95種へと種数が大幅に減少している3）。  

また，湾奥部に分布していた藻類が，その分布域を湾口  

部にまで広げ，湾中央部に分布していた多くの藻類の分  

布域が縮小するなど，海藻植生分布からみて内湾化が進  

んでいることが確認された。さらに，尾鷲湾の南部に隣  

接する賀田湾および早田浦において，漁港や魚類養殖場  

付近で“磯焼け”現象が確認された。このような植生の  

変化は，魚類養殖や火力発電所からの温排水そして護岸  

工事による生育場所の減少などが影響していると考えら  

れるも5） 。須賀利地先ではこのような植生調査は行われ  

ておらず，植生の現況を把握する必要がある。本調査は，  

須賀利地先の海藻植生分布，魚頬養殖および海岸線等の  

概況を調査するとともに，海藻植生からこの海域の環境  

を考察し，藻場造成を行う際の基礎資料を得る目的とし  

て行った。  

調査方法  

調査は2000年5月19日，20日の2日間に須賀利地  

先の12地点について行った。須賀利地先の位置および  

調査地点をFig．1に，調査日と調査地点をTablelにそ  

れぞれ示した。各調査地点をボートで周り，潮間帯から  

水深約3－4mの範囲を素潜りで調査を行った。各調査地  

点内に生育する海藻を採集し，種を同定した。また，目  

視観察を行い各調査地点における被度を記録した。被度  

TablelDatesandstationsforinvestlgations  

調査日  調査地点  

2000．5．19  St．7，St．8，St．9，St．10，St．11，St．12  

2000．5．20  St．1，St．2，St．3，St．4，St．5，St．6   
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Fig．2 Distributionoffishcultureandfixed net fisheries  
aroundthecoastofSugari．  

は＋＋＋，＋＋，＋，Rの4段階に分けた。＋＋＋は  

被度50％以上の優占種，＋＋は被度10～50％の準優  

占種，＋は被度10％以下の点在種，Rは1ないし数個  

体しか観察されなかった希産種とした。さらに，磯焼け  

および底質についても，目視観察により調査し記録した。  

磯焼けの定義は明確に定まっていないが，谷口（1998）  

によれば，磯焼けとは自然環境の変化により大型の褐藻  

が衰退して，無節サンゴモが優占し，アワビなどの有用  

魚介類が減少して漁業生産が著しく低下する現象として  

いる6）。また，人為的な環境破壊によって生じたものは  

磯荒れとして区別している。本調査においては海藻の生  

育環境から判断し，大型褐藻が著しく少なく無節サンゴ  

モが優占する海域を磯焼けとした。内海性，外海性の指  

標種の基準については，英虞湾，尾鷲湾，賀田湾および  

早田浦における植生調査を参考にした3‾5，7・8）。  

利浦では行われておらず，須賀利浦でのみ行われていた。  

養殖は湾奥から湾中央部で行われており，定置網養殖は  

湾口部で行われていた。  

2．調査地点と海藻植生   

Table2に本調査により確認された83種を示した。  

このうち，緑藻は13種，褐藻は26種，紅藻は44種で  

あった。なお，和名と学名は吉田ら（2000）に従った9）。  

調査地点別に確認された種数を緑藻，褐藻，紅藻ごとに  

分けてFig．3に示した。   

どの調査地点においても海藻植生は比較的豊富で，紅  

藻の種数が最も多く，次いで褐藻，緑藻であった。沿岸  

地形はSt．4では，芹から緩やかに傾斜するが，他の地  

点では岸から急傾斜していた。本調査においては潮間帯  

から水深2mまでを浅所，それ以深を深所とした。   

各調査地点の特徴は以下のとおりである。  

St．1   

浅所は岩礁で深所は大小の転石からなる。海藻植生は  

豊富で，潮間帯にはへラヤハズ以中断ぬ何物玩，カイノ  

リCゐ0花血∽花fゐ以∫言花ggmd言祝∫，ウミウチワ助d才乃ααγゐ0柁∫Cビ那  

等多種の藻類が見られた。深所にはムラサキウニ   

結  果   

1．海域の環境   

須賀利地先の魚類養殖と定置網漁業が行われている個  

所をFig．2に示した。養殖および定置網漁業は元須賀  
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Table2 AlgallistaroundthecoastofSugari  

綱   目   和名  学名  
採 集 鞄 点  

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  
7－Wクe′血yα  緑藻綱  アオサ日  

ボタこ／ノオサ  

シオグサ目  
ン／オグサの一種  

イワヅタ目  
スリコ ック  
コケイワ）′タ  ムムfβ〝α  

ミル目   ナガミル   dわ  

ミ′レ  
モ）′レミ′レ   C（）（ガ以〝IJ〝かJC〃  

ヒフミル  
タマミル  
タロミ′レ  

褐藻綱  アミジグサ目  
ン／ワヤハス  

ア→シ／グ  加ゎ〝7α  
アミ、こ／グサの－  
フクリこ／アミ∴ン／  

ウミ チワ  J「g∫Cg〃ぶ  
フ′ツノヾコモン  ぶm飢わgわ．∬〟桝C〃  
ヒロノ＼コモン′  J8仙けt  
t／マオオギ  JI7 Jα〝lフ  

ナガマツモ日  

カヤモノリ日  
カゴメノリ  

コンプ日 バ 
ヒマタ目   

コフクロモク  
ヒン／キ  

イソモク  e〝lf  
アカモク  

ノコギリモク  
トゲモク  
ヒフ．ゝ／モク  血桝抑e  
ヤツマタモク  

マメタリフ  fJ打Jf  
ヨレモク   ■Ji描か〟〝I  

ヨレモクモトキ  

紅藻綱  ウミゾ■ウメン目  
サンゴモ目  

ビリヒバ  
ヒメモサスキ  
フサカ＿ノフー  

ヘリトリカニノ  〝7C」nクふゞJ∫ざJJI7〝〃7  

テングサ目  
ハイ7－ン サ  

オバクサ  （フC（フ  
カギケノリ目  
スギノリ日  

ミチガエソウ  
フクロフノリ  カ肌泊  
カイノリ   〟l〟∫  

ス ノリ  
イボツノマタ  

コメノリ  
タン／／、ノリ  

ムカフーノリ  ガタお加α  
ヒフムカフ‾  

ヒ リメン／  
g以∫hコ  キントキ  

トサカマツ   pβね  

スン／ムカ7－   （）ぶ7ざ  

イハフノリ                               ハ 
カ イフノリ  
サイ イバラ  伽〝e〟クd〝〃0ぶ〃  
ツカサアミ   eゆ  

オキツノリ  

ユカリ   朗抑脚血研呵伽  
ホソノヾナミノハ  

サミノハナ  

オゴノリ目  
マサゴシバリ目  

フシツナギ  

イギス目   

アヤニゝ／キ                              スパノリの一                              ク 

ロソソ   鹿r〝l  

ミツフーソ  
コプソゾ  
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St．7   

岸から急斜する岩礁地帯である。海藻植生はやや貧相  

であるが，ヒジキが群落を形成していた。また，カバノ  

リCmc宣Jαねαfαね戒，ムカデノリCγαねね坤ゴαβJfc宣花α，カゴ  

メノリ坤血cJαfゐm∫C血亡んmね∫等も散在していた。浅所に  

はムラサキウニ，深所にはガンガゼが生育し，磯焼けと  

なっていた。  

St．8   

岸から急斜する岩礁地帯である。海藻植生は豊富で，  

潮間帯にはカバノリ，カイノリ，タンパノリ仇血叫匝  

βJJ如才cαの群落が見られた。潮下帯にはコブクロモク  

肋即肌澗血如協血が生育し，ムラサキウニが多く磯  

焼けとなっていた。  

St．9   

岸から水深2mまで急斜する岩礁で大小の転石からな  

る。海藻植生は豊富で，潮間帯にはヒジキ，カイノリが  

群落を形成し，潮下帯にはフクロノリ，ヒラネジモク  

助管α∫∫祝mO烏αmα和gが群落を形成する。ムラサキウニが  

多く生育していた。  

St．10   

浅所は岩礁で深所は転石からなる。海藻植生は豊富で，  

潮間帯にはヒジキ，カイノリ，低潮線下にはイソモクの  

群落が見られた。探所はムラサキウニが多数生育してい  

た。  

St．11   

浅所は岩礁で深所は転石からなる。海藻植生は豊富で，  

潮間帯にはヒジキ，ヒラネジモクが多く見られた。潮下  

帯はフクロノリが目立ち，ガンガゼが多数生育していた。  

St．12   

浅所は砂礫や岩盤で深所は転石からなる。海藻植生は  

豊富で，潮間帯にはヒジキ，低潮線下ではヨレモクモド  

キぶα瑠α∫∫祝mプαmαmめ宣，トゲモク助曙α∫∫祝mm言c用∽花亡んαm  

等の大型褐藻が群落を形成していた。ガンガゼやムラサ  

キウニが生育するが，磯焼けはあまり見られない。  

3．海藻種から見た地域区分   

確認された83種のうち，広範囲に分布し比較的被度  

の高い41種について種名および4段階に分けた被度を  

まとめ，VANDENHoEK（1975）と吉崎（1979）に従い，  

海域の指標種としてTable3に示した10・11）。内海，外海  

性を問わず湾全域に分布する種（ヒジキ，カバノリ等），   

1 2  3  4  5  6  7  8  9 10 1112  

調査地点   

Fig．3 ThenumberofalgalspeciesofChlorophyta，  

Phaeophyta and Rhodophyta collectedin  

each station  

血血cgαわ∫Cm∫∫ゆ花αが多数生育し，磯焼けとなっていた。  

St．2   

浅所は岩礁で深所は大きな転石からなる。海藻植生は  

豊富で，潮間帯にはへラヤハズ，シワヤハズ創中断壷  

び花ゐJαれ イソモク5の苫α∫∫祝mゐgmゆ砂肋m等が多数存在  

するが，ムラサキウニも多く見られた。潮下帯にはガン  

ガゼβiα滋〝∽∫gfo∫祝mが多く磯焼けとなっていた。 ＼  

St．3   

浅所は岩盤で深所は転石からなる。海藻植生は豊富で，  

潮間帯にはウミウチワ，へラヤハズが生育し，やや探所  

になるとヒロメと加ゐわα祝乃ゐわogあが生育していた。ヒ  

トデが多数見られた。  

St．4   

岸から緩やかに傾斜する地形で転石からなる。海藻植  

生は比較的豊富でイソモク，ヒジキ鮎曙α∫∫祝mカ∫fmomg，  

マメタワラぶ．〆J祝g挿mm等の大型褐藻が多く見られた。  

ムラサキウニが多数生息していた。  

St．5   

浅所は岩礁で深所は転石と砂礫からなる。海藻植生は  

やや貧相で，潮間帯はヒジキが目立ち，ヒラムカデ  

Gγαめ噌gαJ言ひg血やフクリンアミジa和が胤＝血描酢傲等が  

散在していた。潮下帯はフクロノリ仇砂0棚花gα∫宣花α0∫αや  

ヒロメが生育していた。  

St．6   

浅所は岩礁で深所は転石からなる。海藻植生はやや貧相  

で，潮間帯にヒジキ，ヒラムカデ，へラヤハズ等が目立っ  

が，探所にはあまり海藻は見られず磯焼けとなっていた。  
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Table3 Distribution offbrty－One algae and division ofthe coast of Sugariaccording to the  
distributionalpatternofalgalspeciesineachstation・  

内海性  外海性  

内海域  外海域  

和名   St．4  St．5  St．3  St．6  St．2  St．7  St．1  St．8  St．9  St．10  St．11  St．12   

内海性  ＋  R  R．  

ヒラムカデ  ＋  ＋＋  R  ＋  

ウミウチワ   十  R  ＋＋  R  ＋  R  ＋  十I  

トサカマツ   R  R  R  R  ＋  R  R  R  

ソゾの一種   R  R  R  ＋  R  ＋  十  ＋  

ウスカワカニノテ  田  R  R  R  R  R  

アミジグサの一種  R  R  R     ＋  R  十＋  

フクロノリ   ＋＋  ＋＋  ＋  ＋  ＋＋  ＋  ＋＋  ‖  ＋  R  

オバクサ   十  R  ＋  R  R  R  R  ＋  R  

コメノリ  R  R  R  十I  R  R  

ヒジキ   ＋  ＋†  R  ＋  ＋  ＋十十  十  ＋＋＋  ＋十  ＋  

オキツノリ   R    ＋  R  R  R  ＋  R  R  

フシツナギ   R  R  R  R  R  十  R  十  

イソモク   ＋＋  ＋  ＋  Ⅰ＋  R  R  ＋  ＋＋＋  ＋十  R  

カバノリ   R  ＋  ＋  R  ＋  ＋＋＋  R  ＋＋＋  R  R  十  

ヘラヤハズ  R  十←  ＋  ＋＋  R  ＋＋  R  ＋  R  ．十  R  

ヒヂリメン  R  ＋  ＋  R  R  

ムカデノリ   R  ＋  R  R  ＋＋  R  ＋  R  

ミツデソゾ   R  R  R  ＋  R  ＋  R  R  ＋  ＋  
アミジグサ   R  R  R  R  十  ＋  ＋  十  ＋  ＋  

モツレミル   R  R  R  R  R  R  R  ＋  R  ＋  十  
カイノリ   R    R  R  ＋  ＋  ＋＋  ＋＋  ・H＋  ＋  十十  

タンパノリ   R  R  ＋  R  ＋＋  R    ＋＋  

スギノリ   ＋  R  ＋  
イパラノリ   R  ＋  ＋  R  R  ＋  R  ＋  ＋  ＋  
アツバコモングサ  R  R  R  ＋  R  R  R  ＋  
フクリンアミジ  ＋  R  R  R  ＋  ＋  ＋  R  R  ＋＋  R  
ヘリトリカニノテ  R  R  R  R  

シマオオギ  R  R  R  R  

カゴメノリ  R  R  ＋＋  ＋  ＋  R  R  

マクサ  R  R  R  R  

アヤニシキ  ＋  R  R  ＋  R  

シワヤハズ  ＋＋  R  ＋  ＋  ＋  R  
ヨレモクモドキ  ＋  R  十十  

ワッナギソウ  R  ＋  R  

イボツノマタ  R  ＋  十  ＋  

コブソゾ  ＋  R  ＋  ＋  ＋  

クロソゾ  ＋  R  ＋  R  R  †  ＋  
カギイパラノリ  R  R  R  

ヒラネジモク  ＋＋  R  ＋＋  ＋  

外海性   R  R  ＋＋   

＋＋十：被度50％以上 ＋＋：被度10－50％ ＋：被度10％以下 R：1ないし数個体   
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Fig．4 Areasdividedbyconsidering the algalflora and  
VegetationasshowninTable3．  

内海性から外海性にかけての調査地点に分布する種（ヒ  

ラムカデ，ミゾオゴノリG招d払正α玩瓜川脇ね等），外海性  

の調査地点に分布する種（トゲモク，ヒラネジモク等）  

が存在することが分かる。しかし，主に内海域に分布す  

るイソモク，フクロノリなどの種も比較的外海域にも広  

く分布していることが分かる。   

Table3およびFig．3より，海藻類の分布を基に海域  

区分を試み，結果をFig．4に示した。須賀利地先は，  

内海域と外海域の2つの海域に分けられた。内海域は  

St．2，3，4，5，6を含む海域，外海域はSt．1，7，8，  

9，10，11，12を含む海域とした。内海域，外海域それ  

ぞれの特徴は以下の通りである。  

・内海域   

外海の影響をある程度受ける場所で，波当たりは比較  

的穏やかである。内海域に分布する藻頬は，外海域にも  

広く分布しているため，特徴的なものは見当たらなかっ  

た。  

・外海域   

外海に面した場所で，外海からの波浪を強く受ける場  

所である。ここに生育する藻類は内海域には見られない。  

特徴的な藻類としては，ヒラネジモク，トゲモク，ホソ  

バナミノハナ月面滋ね出払m卯Ⅶ椚ぬ，クロソゾエα混作乃C才α  

i花fg77形d£α等がある。  

4．藻場の分布   

ガラモ場あるいは海中林を形成する大型褐藻であるホ  

ンダワラ科とコンプ目の海藻群落，および磯焼けの分布  

をFig．5に示した。ホンダワラ科の藻場はSt．2，3，4，  

6，9，10，11にイソモクの群落，St．11，12にヒラネ  

ジモクの群落が広く形成されていた。コンプ目の海藻は  

少なく，St．3，4にヒロメの群落が見られたのみであっ  

た。磯焼けは内海域よりも外海域の方が多く見られた。  

考  察  

本調査により，須賀利地先の海藻植生を明らかにする  

ことができた。全体的に海藻植生は豊富であるため，須  

賀利地先は海水の循環が尾鷲湾や賀田湾に比べ比較的良  

好と考えられる。元須賀利浦を中心に見られたホンダワ  

ラ属のトゲモクやヒラネジモクはともに波当たりの強い  

場所でよく見られる種である。また，須賀利浦の湾奥で  

のみ生育が認められたホンダワラ属のマメタワラは，内   
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Fig．5 Ditribution of seaweed bed andIsoyake area  
aroundthecoastofSugari．  

湾や波当たりのやや弱い場所に生育することが報告され  

ている2・＝12）。このようなことから，須賀利浦の湾口部  

および元須賀利浦は波当たりが強く，須賀利浦の湾奥か  

ら湾中央部は比較的波当たりが弱くなっていると推測で  

きる。   

近隣の尾鷲湾では，大型のコンプ目植物であるアラメ  

が見られ3，7），尾鷲湾よりも南に位置する賀田湾や早田  

浦ではアラメの生育が認められなかったも5）。このこと  

からアラメの分布南限は尾鷲湾と考えられる。しかし，  

須賀利地先は尾鷲湾よりも北に位置するにもかかわらず，  

アラメの生育は認められなかった。本調査ではアラメと  

同じコンプ目植物として，暖海性の強いヒロメ，同じく  

暖海性のホンダワラ科のコブクロモクの生育が認められ  

た。このような海藻植生の特徴から，須賀利地先の水温  

は尾鷲湾よりも高く，賀田湾や早田浦に近いと考えられ  

る。また，潮下帯の底質が砂や転石が多く，アラメが定  

着できる安定した基盤が存在していないこともアラメの  

生育を妨げていると考えられる。   

尾鷲湾においては，ここ20－30年で海藻種数が大幅に  

減少し，同時に内湾的性格の強い種の分布域が広がって  

いる3ル。また，賀田湾や早田浦では漁港や魚類養殖場  

周辺での磯焼けが見られている4－5）。これらの植生の変  

化の原因として，尾鷲湾では火力発電所からの温排水や  

養殖場による海水の汚染8誹，賀田湾や早田浦では漁港  

や護岸工事による海藻の生育場所の減少や浮泥の流出，  

養殖場による海水の汚染が示唆されている4・5）。本調査  

においても，須賀利浦の湾中央部から湾口部にかけての  

海岸線で大型海藻が著しく少ない地点が見られた。この  

地点を磯焼けと考えないならば，先述した大型海藻の定  

着できる安定した基盤が存在しないことが原因と考えら  

れる。一方，磯焼けと考えるならば，この磯焼けと養殖  

場の位置関係から，須賀利浦における養殖が磯焼けの直  

接の原因となっているとは考えにくい。須賀利浦では漁  

港や護岸工事などで整備された場所が少ないため，海藻  

の生育基質の減少や浮泥の流出もほとんどないと思われ  

る。したがって，本調査地点における磯焼けは，多数生  

息していたムラサキウニやガンガゼなどの藻食動物によ  

る摂餌活動が主な原因と考えられる。しかし，これら藻  

食動物が増加した原因については，今後の調査が必要で  

ある。   

本調査において須賀利地先の海藻植生の特徴をある程  

度明らかにすることができた。本調査を藻場造成のため   
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の基礎資料として用いると，藻場対象種としてはホンダ  

ワラ科，特にイソモクとヒラネジモクが適していると考  

えられた。また，造成対象地域としては，須賀利浦の湾  

奥から湾中央部および元須賀利浦沿岸のホンダワラ藻場  

周辺が適当であり，藻場の保護，拡大を目指す方向で藻  

場造成が行われることが望ましいと考えられる。  

11）吉崎 誠．紀伊半島の海藻と本邦太平洋沿岸の海藻分  

布について．国立科学博物館専報，12：201－211（1979）  

12）村瀬 昇，松井敏夫，大員政治．山口県瀬戸内海沿岸  

東部海域の海藻相．水産大学校研究報告，41：237－249   

（1993）   

要  約  

2000年5月に尾鷲市須賀利地先の12地点において海  

藻植生，海岸線の状況について調査を行った。採集され  

た海藻は緑藻綱13種，褐藻綱26種，紅藻綱44種の計  

83種であった。海藻植生から考察した結果，須賀利地  

先は内海域，外海域の2つに区分された。内海域の海藻  

相は豊富で，外海域にまで広がっていた。外海域の海藻  

相は，トゲモクやヒラネジモクが優占するガラモ場が広  

がっていた。須賀利地先の海藻植生やその分布は波浪条  

件や波の動き，藻食動物の摂餌活動が影響していると考  

えられる。  
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